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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年10月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 8,664 2.9 620 21.7 627 27.1 443 13.4

2021年３月期第３四半期 8,423 19.5 510 ― 493 ― 391 ―

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 449 百万円 ( 14.7％) 2021年３月期第３四半期 391 百万円 ( ―％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 164.98 ―

2021年３月期第３四半期 145.53 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 8,532 1,835 21.5
2021年３月期 8,607 1,385 16.1

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 1,835 百万円 2021年３月期 1,385 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ー 0.00 ー 0.00 0.00

2022年３月期 ー 0.00 ー

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,416 0.3 775 6.0 750 0.1 498 △0.8 185.04

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 社 (社名) 、除外 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 2,737,720株 2021年３月期 2,737,720株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 48,950株 2021年３月期 48,950株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 2,688,770株 2021年３月期３Ｑ 2,688,841株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が進み、感染者数

も減少傾向となり、経済活動の改善に向けた動きがみられました。一方で、新たな変異株が発生する等、依然とし

て先行きは不透明な状況が続いています。

当社グループが事業活動を展開するインターネット関連事業及び通信事業におきましても、新型コロナウイルス

感染症の長期化により、外出をしないことを前提とした新しい生活様式の広がりや、ＩＣＴ（情報通信技術）を活

用したサービスへの需要は高まる一方、企業の戦略的ＩＴ投資の景気後退に伴う影響・動向については、予断を許

さない状況になっております。また、調剤薬局及びその周辺事業におきましても、ワクチン接種が徐々に進展しつ

つあるなか、個人消費は弱いながらも持ち直しの兆しがみられる一方、新たな変異株の発生により収束は見通せず

先行きは不透明な状況にあります。

当社グループにおきましては、引き続き感染防止策や衛生管理をしっかりと行いながら営業を継続し、サービス

の提供に努めました。インターネット関連事業、通信事業におきましては、ＳＥＳ事業、システム受託開発、セキ

ュリティ製品販売、ＡＳＰサービスやホスティングサービスを中心に、サービスの機能強化並びにシェア獲得によ

るビジネスの拡大に注力してまいりました。また、第１四半期連結会計期間に株式会社ニシムラ事務機の事業の一

部を譲り受け、事務用品販売事業・クリニック開設支援事業を開始するなど、持続的な事業基盤の更なる強化を図

っております。また、調剤薬局及びその周辺事業におきましては、引き続き、事業運営における業務の効率化によ

る経費削減の推進に特に力を入れてまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績としましては、売上高が8,664百万円（前年同四半期比2.9

％増）となりました。利益面におきましては、営業利益620百万円（前年同四半期比21.7％増）、経常利益627百万

円（前年同四半期比27.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益443百万円（前年同四半期比13.4％増）となり

ました。

セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

［インターネット関連事業］

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用したサービスへの需要の高まりにより、大手SIerを中心に、システム受託開発案

件や、ＳＥＳ事業が堅調に推移しました。また、第１四半期連結会計期間に譲り受けた事務用品販売事業も順調に

立ち上がっており、インターネット関連事業の成長に寄与しております。利益面につきましては、外注業務の内製

化等による収益力の向上に注力した結果、売上高は896百万円（前年同四半期比25.8％増）、セグメント利益は72百

万円（前年同四半期比24.6％増）となりました。今後、事務用品販売事業と既存システム受託開発とのシナジー創

出に取り組んでまいります。また、技術者の採用・育成に注力しシステム受託開発やＳＥＳ事業の更なる拡大、収

益向上を図ります。

［通信事業］

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴うテレワーク等の普及によりＭＶＮＯ（※１）の支援サービス等が堅調

に推移しました。また、ＦＶＮＯ（※２）は、第２四半期連結会計期間に着信課金サービス（※３）のサーバ設備

メンテナンス、移行を行ったことで一時的に減収減益となりましたが、当第３四半期連結会計期間で通信量を回復

させたことにより、売上高は2,548百万円（前年同四半期比5.6％増）、セグメント利益は327百万円（前年同四半期

比4.7％増）となりました。今後、ＢＣＰ並びにパンデミック対策システム、IoT機器及びサービスの運営・販売、

５Ｇネットワーク技術を用いた新しいサービスの実現に向けた取り組みを行ってまいります。

［調剤薬局及びその周辺事業］

調剤薬局及びその周辺事業において、医療機関への受診抑制は徐々に緩和の傾向が見られるものの、新型コロナ

ウイルス感染症拡大・長期化の影響により事業環境は依然として不透明です。当第３四半期連結累計期間の売上高

は、第１四半期連結会計期間に不採算店舗を譲渡したことにより、前年同期比でほぼ横這いとなりましたが、既存

店の処方箋枚数の回復や、販管費の削減に努めたこと等により、売上高は5,267百万円（前年同四半期比0.9％減）、

セグメント利益は300百万円（前年同四半期比13.4％増）となりました。

なお、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループにおける薬局総数は、2021年11月に１店舗出

店し56店舗となりました。今後も新規出店等により、当事業を拡大してまいります。
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［その他］

その他には海外事業及び経営コンサルティング事業が含まれておりますが、海外事業を行っていたSOPHIA

ASIA-PACIFIC,LIMITEDは、第２四半期連結会計期間において清算結了しております。また、経営コンサルティング

事業を行っていた株式会社エムオーは、当第３四半期連結会計期間において清算結了しております。

その結果、当第３四半期連結累計期間において売上高はありません（前年同四半期も売上高はありません）。な

お、セグメント損失は０百万円（前年同四半期はセグメント損失３百万円）となりました。

(※１) Mobile Virtual Network Operatorの略。自社で無線通信回線設備を持たず、他の移動体通信事業者から借

りてあるいは再販を受けて移動体通信サービスを提供する事業者。

(※２) Fixed Virtual Network Operatorの略。自社で固定回線のネットワークを持たず、他の事業者から借りて

あるいは再販を受けて固定通信サービスを提供する事業者。

(※３) 着信トラフィック集客によりキャリアからインセンティブを受け取るビジネスモデル。

（２）財政状態に関する説明

(資産の状況)

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は前連結会計年度末に比べ74百万円減少し、8,532百万円となりま

した。これは主として、のれんの減少によるものであります。

(負債の状況)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は前連結会計年度末に比べ524百万円減少し、6,697百万円となり

ました。これは主として、長期借入金の減少によるものであります。

(純資産の状況)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は前連結会計年度末に比べ449百万円増加し、1,835百万円とな

りました。これは主として、利益剰余金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の通期業績予想につきましては、2021年８月13日に発表いたしました内容から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,117,609 2,126,566

受取手形及び売掛金 1,537,489 ―

受取手形、売掛金及び契約資産 ― 1,648,465

商品及び製品 512,035 556,967

その他 56,822 100,934

貸倒引当金 △413 △601

流動資産合計 4,223,542 4,432,332

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 417,359 442,417

減価償却累計額 △284,422 △300,938

建物及び構築物（純額） 132,936 141,478

土地 133,512 133,512

リース資産 63,532 31,422

減価償却累計額 △62,141 △30,995

リース資産（純額） 1,390 427

その他 466,518 458,810

減価償却累計額 △411,240 △389,056

その他（純額） 55,278 69,753

有形固定資産合計 323,117 345,172

無形固定資産

のれん 3,584,403 3,318,832

ソフトウエア 9,907 8,602

その他 5,234 6,591

無形固定資産合計 3,599,546 3,334,025

投資その他の資産

長期貸付金 79,731 75,735

繰延税金資産 239,043 202,629

敷金及び保証金 110,769 117,499

その他 66,393 57,703

貸倒引当金 △34,426 △32,365

投資その他の資産合計 461,511 421,202

固定資産合計 4,384,175 4,100,400

資産合計 8,607,718 8,532,733
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,057,731 2,168,657

1年内返済予定の長期借入金 890,713 842,274

1年内償還予定の社債 57,200 57,200

リース債務 3,671 2,700

未払金 139,616 148,823

未払法人税等 152,991 60,904

預り金 30,327 42,192

賞与引当金 7,735 1,687

その他 100,923 110,847

流動負債合計 3,440,911 3,435,288

固定負債

社債 149,400 92,200

長期借入金 3,562,616 3,100,641

リース債務 2,676 903

繰延税金負債 106 690

退職給付に係る負債 5,192 4,548

その他 61,063 63,368

固定負債合計 3,781,055 3,262,352

負債合計 7,221,966 6,697,640

純資産の部

株主資本

資本金 2,358,000 2,358,000

資本剰余金 652,887 652,887

利益剰余金 △1,557,189 △1,113,598

自己株式 △62,196 △62,196

株主資本合計 1,391,501 1,835,092

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △5,749 ―

その他の包括利益累計額合計 △5,749 ―

純資産合計 1,385,751 1,835,092

負債純資産合計 8,607,718 8,532,733
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 8,423,852 8,664,923

売上原価 5,604,478 5,692,392

売上総利益 2,819,374 2,972,531

販売費及び一般管理費 2,309,204 2,351,592

営業利益 510,169 620,938

営業外収益

受取利息 221 199

受取配当金 14 6

貸倒引当金戻入額 2,822 2,180

補助金収入 3,664 13,549

その他 21,739 14,093

営業外収益合計 28,462 30,028

営業外費用

支払利息 36,314 21,939

借入手数料 2,521 30

為替差損 295 79

その他 5,536 1,326

営業外費用合計 44,668 23,376

経常利益 493,962 627,591

特別利益

事業譲渡益 5,881 5,737

その他 184 59

特別利益合計 6,066 5,797

特別損失

固定資産除却損 1,796 86

為替換算調整勘定取崩損 ― 5,749

その他 10 ―

特別損失合計 1,806 5,836

税金等調整前四半期純利益 498,223 627,552

法人税、住民税及び事業税 153,888 146,963

法人税等調整額 △46,973 36,997

法人税等合計 106,914 183,961

四半期純利益 391,308 443,591

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 391,308 443,591
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 391,308 443,591

その他の包括利益

為替換算調整勘定 416 5,749

その他の包括利益合計 416 5,749

四半期包括利益 391,725 449,340

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 391,725 449,340

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を第１

四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

この結果、収益認識会計基準等の適用による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。ま

た、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることとしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係

る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸

借対照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計インター
ネット関連

事業
通信事業

調剤薬局
及びその
周辺事業

計

売上高

外部顧客への売上高 703,121 2,413,008 5,307,723 8,423,852 ― 8,423,852

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9,979 1,539 6,845 18,364 ― 18,364

計 713,101 2,414,547 5,314,568 8,442,217 ― 8,442,217

セグメント利益
又は損失(△)

58,466 313,058 264,930 636,455 △3,828 632,627

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業及び経営コンサルティン

グ事業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 636,455

「その他」の区分の損失(△) △3,828

セグメント間取引消去 ―

全社損益(注) △122,458

四半期連結損益計算書の営業利益 510,169

(注) 全社損益は、主に提出会社に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

　「インターネット関連事業」セグメントにおいて、2020年８月１日に株式会社藤井の株式を新規取得し、同社を

連結子会社としました。

　また、2020年10月１日に株式会社RetailXの株式を新規取得し、同社を連結子会社としました。

　なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては34,405千円であります。

　(注)株式会社藤井は、2020年８月１日付けで株式会社ソフィアテックに社名変更しております。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計インター
ネット関連

事業
通信事業

調剤薬局
及びその
周辺事業

計

売上高

外部顧客への売上高 884,944 2,519,899 5,260,080 8,664,923 ― 8,664,923

セグメント間の内部
売上高又は振替高

11,956 28,964 7,118 48,038 ― 48,038

計 896,900 2,548,863 5,267,198 8,712,962 ― 8,712,962

セグメント利益
又は損失(△)

72,860 327,765 300,362 700,988 △203 700,785

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業及び経営コンサルティン

グ事業を含んでおります。

　 なお、海外事業を営んでいた香港の現地法人である「SOPHIA ASIA-PACIFIC,LIMITED」は、第２四半期連結会

計期間において清算結了し、清算結了までの損益計算書を連結しております。

　 また、経営コンサルティング事業を営んでいた「株式会社エムオー」は、当第３四半期連結会計期間におい

て清算結了し、清算結了までの損益計算書を連結しております。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 700,988

「その他」の区分の損失(△) △203

セグメント間取引消去 ―

全社損益(注) △79,846

四半期連結損益計算書の営業利益 620,938

(注) 全社損益は、主に提出会社に係る損益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

「インターネット関連事業」セグメントにおいて、のれんの金額に重要な変動が生じております。

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であるソフィア総合研究所株式会社における株式会社ニシ

ムラ事務機からの事業譲受によりのれんが発生しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては14,000千円であります。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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（追加情報）

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症に関する会計

上の見積りの仮定について、重要な変更はありません。

(連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用)

当社及び国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設されたグル

ープ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項目については、

「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務対応報告第39号

2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額について、改正前の税法の規定に基

づいております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　


